
進める

【手立て１】「スター☆タイム」 の単元づくりの工夫

〇 学ぶ必要感・達成感を実感しながら学習を進めている児童

〇 教科で育む資質・能力が身に付いている児童
【目指す児童の姿】

学ぶ意義を実感しながら課題を解決できる児童の育成
ー合科的な学習「スター☆タイム」の単元づくりと指導の工夫を通してー

令和７年度　前橋長期研修研究員

前橋市立勝山小学校　今井　志織

研究の概要

合科的な学習「スター☆タイム」において、課題の解決に向けて必要な学習を自ら選んで学び

進めることを通して、学ぶ意義を実感しながら課題を解決できる児童の育成を目指す。
研究の目的

【児童の実態】

何のために学ぶのか、学習に必要感をもっていない児童

が多い。

何ができるようになったのか、学習に達成感を味わって

いない児童が多い。

学習に粘り強く取り組むことに課題がある児童が多い。

【指導上の課題】

児童が学習に興味・関心をもち、児童が自ら課題を見出

し解決する授業づくりが難しい。

児童が探究する時間の確保が難しい。

合科的な学習（※）の単元構想等に不安がある。

概要版【合科的な指導】

【手立て２】「スター☆タイム」の 指導の工夫

振り返る

次は新しく

□□を進め

ていきたい

今日は〇〇

ができるよ

うになった

③「スター☆タイムチェック」の活用

②インストラクションの実施

１単位時間の導入において短時間で行う

説明・指示のこと。本研究の場合、組み

合わせた教科ごとに設定した指導事項を

網羅的に指導することを目的とする。

【インストラクション】とは

①オリエンテーションの実施
児童が「スター☆タイム」で学ぶ学習活動

の見通しをもつことで、学習活動自体に必

要感をもたせる。

「選ぶ」→「進める」→「振り返る」の

学習サイクルにより児童が自走できる仕組み

を実現する。

①「単元構想シート」

選ぶ

資質・能力

が身に付いている

今日は〇〇

する必要が

ありそうだ

自分で選んだ

学習だから何

を勉強したら

いいかよく分

かるよ

必要感

をもって

学習を進めている

達成感

を味わっている

単元のゴール

③「スター☆タイムチェック」②「単元計画シート」

より効果的に資質・能力

を育む「スター☆タイム」

の単元構想

組み合わせた各教科の

時数や評価規準、イン

ストラクションの計画

児童の「選ぶ」→

「進める」→「振り

返る」を支える学習

カードの作成

※「合科的な指導」とは、知識と生活との結び付きや教科等横断的な視点を重視し、教科のねらいをより効果的に実現するための指導方法の一つである。

　本研究においては「合科的な指導」を行う授業を「合科的な学習」とする。
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実践の概要

児童の学習活動を「スタ

ー☆タイムチェック」の

「やること」リストへ反

映させます

組み合わせた教科で育む

資質・能力を確実に身に

付けられるよう、時数や

評価規準、評価方法を

整理します

統合することでより効果的に教科のねらいを

達成することができる学習活動Cを見出します

学習活動A、B、Cを組み合わせて単元

全体の学習活動の流れを構想します

①「単元構想シート」 各教科（単元）で指導する学習

活動に共通する学習活動AとA以

外の学習活動Bとに分類します

組み合わせることが可能な教科（単元）を

見出し、各教科の資質・能力を育むための

学習活動を書き出します

「単元構想シート」「単元計画シート」を基に

児童が課題解決に向けて必要な学習を選び自己

評価することができる学習カード「スター☆タ

イムチェック」を作成します。

インストラクション

を行う日に印を付け

ます

②「単元計画シート」 各教科の指導事項を

押さえる計画を立て

ます

【手立て１】「スター☆タイム」の単元づくりの工夫

③「スター☆タイムチェック」



スター☆タイム掲示板

　インストラクションは主に、ホワイトボードや授業

で使用する実物を児童に示しながら車座で行いまし

た。インストラクションの指導事項は「スター☆タイ

ム掲示板」で可視化し、児童が自分の必要なタイミン

グで参照できるようにしました。

実践の概要

　教師が教科を組み合わせて学習していくことを

示すと、児童からは単元のゴールに向けて組み合

わせた各教科を繋いで学習する見通しをもった発

言が出されました。

作ったおもちゃで

遊びたいな

自分だけの

遊び方を説

明書に書き

たいな

③スター☆タイムチェックの活用

 単元名：つくって☆つたえて２年１組おもちゃランドであそぼう‼

【組み合わせた教科：国語科　生活科　図画工作科】

 学年：第２学年　　実施時期：９月　　配当時間：全26時間

紙を重ねて切るため

にホチキスの使い方

をもう一度知りたい

進める

段ボールカッター

でうまく穴があけ

　　られた‼

空けた穴にどんな飾り 

 付けをしようかな

選ぶ
「材料に合った道

具を使う」学習を

進めよう

必要感 達成感

　児童が自ら「やること」

リストから選んだ「べんき

ょうの目」を用いて学習を

進めました。
「スター☆タイムチェック」学習サイクル

教科を往還して

学習する様子

【「ビー玉落とし」を作っている児童の例】

①オリエンテーションの実施

　それぞれの教科の「べん

きょうの目」を繋ぎ、教科

を往還して学習する様子も

多く見られました。

輪ゴム鉄砲の的の穴

の大きさを変えても

っと難しくしよう‼
書いた説明書の

通りに遊べるか

試してみよう‼

　１単位時間の中で様々な学習を進めている

児童が混在していても、「単元計画シート」

を基に児童の活動を見取り、支援や評価に活

かすことができました。

振り

返る

生活の目

国語の目

図工の目

【手立て２】「スター☆タイム」の指導の工夫

②インストラクションの実施

　ビー玉を落とす穴があけられないという学ぶ必要感から

「選ぶ」→「進める」→達成感を「振り返る」→新たな必

要感から学習を「選ぶ」サイクルで学習をしました。

図工⇔生活 国語⇔生活



検証

成果と課題

〇何のためにどのような学習活動を行うのかに立ち返って教材研究を行い、時数・評価共に学習指導要領に則った単元をつくることができ、児童が

　必要感・達成感を実感できる「スター☆タイムチェック」を活用した授業を構想することができました。

〇計画的なインストラクションと「スター☆タイムチェック」の活用により、児童は自ら必要感をもって学習を進めることができた上に、学習の

　方向付けもでき、思う存分学習に浸ることで達成感を味わいながら各教科で育む資質・能力を身に付けることができました。

◇おもちゃづくり以外の単元における合科的な学習については引き続き綿密な単元づくりを行い、今後の実践の積み重ねが必要であると感じます。

　各教科で育成を目指す資質・能力に関して、ほぼ全員がおおむね満足できる状況（B評価）

以上と判断することができました。主体態に関しては、必要感に応じて学習を調整し粘り強く

取り組む姿から評価を行いました。担任からの聞き取りの結果を踏まえて、学級全体として主

体的に学習する態度が高まったと判断できると考えます。

　クラス全体の59.1％の児童がスター☆タ

イムチェックを用いて印や塗り方を変えて

いました。児童が必要感をもって学習を選

んだり、味わった達成感を振り返ったりす

ることにスター☆タイムチェックを活用し

ていたことが分かりました。

〔↓児童Aのスター☆タイムチェック〕

スター☆タイムチェックの記録 ☆は絶対にやりたい印

□はできたらやりたい印

めっちゃよくできたら

濃く塗りつぶそう‼

時間が教科ごとに区切られていなかったた

めによりよいものを作る工夫が見られた。

自分で決めたことによる意欲は高かった。

こどもが「自ら選んだ学習をしている」と

感じられる指導として有効だった。

普段、発言が少ないこどもの「話したい」

という気持ちが溢れていた。

　図工は作るのが苦手。でもF君が輪ゴムのやり方を教

えてくれたからできた。国語は嫌。でもスター☆タイム

は説明書のことばがよく分かった。おもちゃの文だった

から。（合体した勉強じゃなかったら）たぶんうまくで

きなかったと思う。
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　苦手だった作文が

自分で考えて書けた‼おもちゃで

遊びながら、どうやるかを一つ

一つ書いたらうまくいった

　スター☆タイムは、児童が必要感をもって学習を進め、「できた」という達成感を味わえた学習であったことが分かりました。

児童アンケ－トの結果

　スター☆タイムで、苦手意識があった教科でも必要感と達成感を実

感し、各教科で育む資質・能力が身に付いたことが分かりました。

　どうして僕の

パッチンジャンプは

　跳ばないんだろう？

説明書の「なか」の最初に

「まず」を使うと説明が分

かりやすくなるよ

〔↑順序を表す言葉を使った児童E説明書構成メモ〕

　友達との関わりが少な

く、伝えることが苦手で

自席で教科書を見て作業

する児童E

あっ、跳んだ‼
ゴムが大きすぎた

から跳ばなかったんだ。

　　教えてくれて

　　　　ありがとう‼

〔↓児童Eへの聞き取り〕

〔↑児童Eのパッチンジャンプ〕

ゴムを伸ばして

かけてみて

達成感

必要感

なるほど
F君が同じ

おもちゃを

　 作っているよ

Q：「スター☆タイム」はどうでしたか
回答数２２名（数値％）

Q：「スター☆タイムチェック」はどうでしたか
回答数２２名（数値％）

満足度

９割超え‼
いつもは途中で終わっちゃうけど全部

最後までできた‼

自分たちの思うようにやることを全部

決めることができたのがよかった

３観点の評価 担任への聞き取り

抽出児の変容

〔児童E「スタータイムチェック」

の振り返り→〕

児童E

児童E
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